
社会福祉法人 四日市市社会福祉協議会
集まろまいか（下野地区）

ふ だ ん の く ら し を し あ わ せ に

活動の「リスタート」特
集

社協だより
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●浮田敏文様 ●仙道彰様 ●平井静代様 ●水谷様 ●学校法人 暁学園 暁中学校・高等学校（六年制）令和４年度卒業生有志様 
●学校法人 エスコラピオス学園 海星中学校・高等学校 令和4年度卒業生有志様 ●株式会社コケナワ様
●キオクシア㈱四日市工場様 ●北伊勢上野信用金庫様、フコクしんらい生命保険株式会社様 ●三重綜合警備保障株式会社様 
●やまびこ様 ●ヤマモリ株式会社様 ●ユニー㈱“小さな善意で大きな愛の輪”運動 アピタ四日市店店長 井上靖貴様、
　ピアゴ阿倉川店店長 鈴木浩様、ピアゴ久保田店店長 立木孝昌様 ●四日市５ロータリークラブ様  ●四日市市内郵便局様
●四日市テニス協会様 ●四日市料飲旅組合様

心あたたまるご寄付ありがとうございました。

　北伊勢上野信用金庫は「地域に根差した金融機関」、フコクしんらい生命保険株式
会社は「生命保険窓口販売を通じた地域社会への貢献」を目指しております。今回、
SDGsの取り組みとして、その目標や理念等が合致している社会福祉協議会に対し、
保険の窓口販売の売り上げの一部を共同で寄付させていただきました。
　保険の窓口販売をとおした寄付は、県内では初の取り組みです。SDGsのために何
をすべきか検討中の他の企業様からも反響をいただいており、この輪が広がっている
ことを喜んでおります。

フコクしんらい
生命保険株式会社 様から

北伊勢上野信用金庫様・

～次回161号は、2月20日に発行予定です～

☎ 354-8275　FAX 354-8426
　  y-with@m3.cty-net.ne.jp申し込み・問い合わせ先 四日市市障害者福祉センター

障害者福祉センター
からのお知らせ

　毎年「三重県障害者芸術文化祭」が開催されているのをご存じですか？
昨年は四日市市文化会館が会場となりました。三重県内のあちこちからたくさんの作品が寄せら
れ、多くの観覧者でにぎわっていました。
　展示された作品はどれもとても個性的で独特の世界観があります。一瞬にして魅了されました。
　アートから見ると、障害は個性。その人独自の見方や感じ方で、常識や規制にとらわれない色彩
やかたちで表現します。
　その作品はエネルギーにあふれ、観る人にパワーと刺激を与えます。
　今年の障害者福祉講座は県内の障害者アーティストの制作をサポートしている村林氏をお招き
します。作品に込められたストーリーと共に表現の多様性に触れてみませんか。

寄付者のメッセージ

アートを感じる時間を過ごしませんか？

発行／社会福祉法人四日市市社会福祉協議会 四日市市諏訪町2番2号（四日市市総合会館2階）
☎ 059‐354‐8265　FAX 059‐354‐6486　     y-syakyo@m5.cty-net.ne.jp

障害者福祉講座 「ひとの可能性としての芸術」 のご案内
日　時 １１月２３日（祝・木） １３：３０～１５：３０
場　所 四日市市総合会館 ７階  第１研修室

▲申込フォーム

講　師 NPO法人 希望の園　理事長 村林 真哉氏
定　員 ６０名（申し込み多数の場合は抽選）
申込締切

情報保障

１１月１７日（金） １７：００
手話通訳、要約筆記、赤外線補聴システム、
ヒアリングループ



☎ 354‐8265　FAX 354‐6486
問い合わせ先

☎ 354‐8265　FAX 354‐6486
問い合わせ先

☎ 354‐8277　FAX 354‐8277
問い合わせ先

☎ 346‐4066　FAX 345‐9305
問い合わせ先

と　き 令和５年11月７日（火）
１３時００分～１５時３０分（開場１２時００分）

ところ 四日市市文化会館　第１ホール

講　師 小島 慶子 氏

取扱い窓口

活動の「　 スタート」
　新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが変わり、行動制限が
なくなりました。市内では、自粛していた活動が再開しつつあります。
　まだまだ感染対策は必要ですが、待ちに待った活動再開。みなさんの想いや
工夫を紹介します。

特
集

市社協窓口（総合会館２階）、
四日市観光協会（近鉄四日市駅１階）

　皆様から寄せられた募金は、各地区の福祉のまちづくりやボランティア
事業、防災・災害支援事業など、四日市のまちづくりのために活用されて
います。毎年、自治会や民生委員・児童委員、学校など、各地区で取り組ん
でいただきありがとうございます。引き続き、皆様のご協力よろしくお願
いいたします。

その他、街頭募金・戸別募金・法人募金・学校募金などがあります。

四日市オリジナル
こにゅうどうくんバッジ募金
５００円の募金で１つお渡しします。今年度はB-1
グランプリ開催にちなみ、B-1オフィシャルこにゅ
うどうくんのデザインです。

●手話通訳・要約筆記があります。●FM補聴システム・ヒアリングル－プを設置します。

令和５年度
四日市市社会福祉大会の
ご案内
ふつうの人ってどんな人？

～発達障害を知る・生きる～　

・エッセイスト
・東京大学大学院情報学環客員研究員

●第１部　式典 １３時００分 福祉功労者の表彰など
●第２部　講演 １４時００分

　ひとり親家庭の交流の場として開催しま
す。かわいい飾り巻き寿司を親子一緒に作
りましょう！！

　仲間づくりを通して、生きがいと健康づくりに努め、いきいきとしたシ
ニアライフを目指しています。また、培った知識・経験を活かし、地域を豊
かにする社会奉仕活動にも取り組んでいます。

ひとり親家庭のための

親子飾り巻き寿司教室
新しい仲間づくりをはじめませんか？

（四日市市老人クラブ連合会）

講　師 花村明日香先生

▲昨年の作品
対　象 ひとり親家庭の親子
日　時 令和５年12月2日（土）10時～12時
場　所 四日市市総合会館 4階 調理室
定　員 親子 6組（応募多数の場合は抽選）
参加費 300円/1人
申込締切 令和５年11月15日（水）
その他 託児あり（無料）

囲碁・
将棋大会 芸能大会

作品展 グラウンド
ゴルフ大会

主な年間行事

詳細は、下記までお問い合わせください。
加入ご希望の方は、地域の老人クラブ会長または

下記までお問い合わせください。

地域福祉課　　☎ 354‐8144　FAX 354‐6486問い合わせ先

集まろまいか （下野地区）
楽しそうに会話する姿を見て、
多くの人が再開を待っていたと感じました

自分たちの方が
元気をもらっていたのだと
改めて気づきました。

やりがいは勿論、楽しさをよ
り大切に、お互いに前向きな
声掛けをしながら活動を進め

ています。

四日市市中地域包括支援センター　　☎ 354‐8463　FAX 354‐8326問い合わせ先

みなと憩いのカフェ （港地区）
『カフェをとおしてコロナ禍を乗り越えよう』と、
より一致団結できました

　コロナ禍で活動を休止した時、思うように外出できなくなった参加者の体調を
心配する声をよく聞くようになりました。これまでの活動を通して、お互いの普段
の様子をよく知っていたので、小さな変化に気づくことができたと感じています。
活動再開を決めた時は、安心して参加できることを第一に、特に飲食の環境等の
対策を徹底し、また様々な考えの方がいらっしゃることにも気を配りました。
　うれしかったのは、再開後も変わらずみんなが参加してくれ、新たな参加者も
増えていること。改めて「身近なところに行くところがある」大切さを実感しながら、
活動に取り組んでいます。

　活動の自粛中、当事者家族や地域の方から「カフェの
再開はいつ？」「行きたい」「手伝いたい」という声が多数
寄せられました。そんな中、港地区社協会長や退任後の
民生委員の方々の後押しをいただき、カフェを再開することができました。お茶を飲
みながら楽しくおしゃべりすることも皆さんの楽しみの一つですので、心置きなく過
ごせるよう、提供する食べ物を一人ずつトレーに分けるなど、工夫しています。参加者
からは、「コロナで出かけられる場所が少なくなったから助かる」「ここに来ると笑って
帰ることができる」などうれしい言葉をいただいています。

再開したことで、
運営ボランティアや参加者の認知症
に対する理解がより深まりました。
認知症の方への配慮やどうすれば
参加者全員が楽しめるかなどを
一緒に考え、より良い活動になって

います。

障害者自立支援施設あさけワークス　☎ 364‐8780　FAX 364‐8829問い合わせ先

あさけワークス夏祭り（障害者自立支援施設あさけワークス）

民生委員児童委員活動
がきっかけでお誘いがあり、
お祭りのお手伝いをしました。
利用者さんとも関わることができ、

楽しく活動できました。

四日市市共同募金委員会事務局(総務課内) 四日市市社会福祉協議会　総務課

　　y-syakyo@m5.cty-net.ne.jp

四日市市母子・父子福祉センター 四日市市老人クラブ連合会事務局

　　b-f.center@yokkaichi-shakyo.or.jp

四日市市障害者福祉センター　　☎ 354‐8275　FAX 354‐8426問い合わせ先

児童デイサービス ボランティア受け入れ（四日市市障害者福祉センター）

障害者自立支援施設たんぽぽ　☎ 322‐5567　FAX 321‐8561問い合わせ先

フラダンス交流会 （障害者自立支援施設たんぽぽ）

お子さんの活動
をお手伝いしたり、逆に
自分が助けてもらったり、
助け合いを感じ
られて嬉しかっ

たです。

「ボランティア＝
ハードルが高い」と思われが
ちですが…そんなことはなく、

楽しいです。ボラン
ティアだからこその
出会いもあります。

自分たちが楽しむことで、
利用者さんも楽しんでくれて、
楽しい時間を共有できました。
最後には手作りの花束・カードを
プレゼントしてもらい、とても

嬉しかったです。

参加者
募集

加入者
募集

リ
　参加したお子さんが年齢の近い人と関
わる機会となるよう、ボランティア受け入
れを再開しました。
　お喋りをしたり、ボウリングのボールを
投げるコツを教えてもらったりするなど、
参加者は久しぶりにボランティアさんと
関わる事ができ、楽しそうに過ごされてい
ました。

　３年ぶりの「地域交流〝再開〟第１弾」
として、フラダンスサークルさんにお声掛
けをして実現した企画です。ダンサーさん
の華やかな衣装と首飾り、たくさんの笑
顔にパワーをいただきました。

　３年ぶりの夏まつり開催。例年、地域のみ
なさんに楽しみにしていただいている屋台で
の飲食は規模縮小となりましたが、新たな
ゲームを企画し、ボランティアの受け入れも
再開するなど、久々に賑わいました。「生まれ
て初めて射的を体験した！」というお子さんた
ちの姿も印象的。今後も、行事の際には、気軽
に足を運んでいただきたいと思っています。


